




全て記入する必要はありません。書きやすいページから書いていきましょう。
自分のために書いた記録や見せたくない記録は別のところに取っておき、見
せる相手によって資料を入れ替えて活用下さい。

たとえば、お子さんの状態や、支援者に知っておいてほしい内容(困ったときの対応
方法など)を記録します。また、家庭生活の中で気づいたこと、思い出に残ったこと
等も記録するといいでしょう。

区のホームページよリスマイルブックをダウンロードできます。パソコン(Ｗｏrd)でも
記入できます。必要のなくなったページもお子さんの成長記録として保管しておくと、
あとで成長過程を振り返ることができます。

付せんやマーク、下線で強調する印を入れると、重要なところがすぐに見つけられま
す。面談のときだけでなく、預けて読んでいただくときにも役立ちます。
お子さんの笑顔の写真やご家族の写真、支援者と一緒に撮った写真などを貼っ
てみましょう。支援者の名刺なども入れておくと便利です。必要な部分を縮小コ
ピーし、『携帯用スマイルブック』を作ってみるのもおすすめです。

お子さんは日々成長していきます。さまざまなタイミングで書き換えていきましょう。
●お子さんが就園･就学･進級･進学するときや誕生日などの節目の時期など
●新しい関係機関に行くときや福祉サービスを利用するなど、
　お子さんの情報を新しい支援者に伝えたいと思ったときなど



















検査を受けたり相談をしたときは、その詳細を書いておきましょう。
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